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全住品「地盤調査法体験学習会」を開催 

地盤調査員の知識・技術向上を目指す体験型学習会 

住宅業界の品質向上を目指す一般社団法人全国住宅技術品質協会（代表理事：山口喜廣、以下「全

住品」）は、住宅地盤調査員の方を対象に講習ならびに調査現場での研修により、様々なスキル獲得を

目指す「地盤調査法体験学習会」を本年 5月、東京・京都にて開催いたしました。

全住品は 2016 年、住宅建築に起因する不具合の撲滅や品質確保に向けた研鑽・研究、行政や関連
団体との連携などを通じて住宅の安心・安全を追求し、業界全体の発展に寄与することを目的に設立。

その活動の一環として地盤・建物検査に従事する方を対象に様々な研修会やセミナーを開催して参りま

した。

今回の「地盤調査法体験学習会」は、ボーリングによる標準貫入試験、ラムサウンディング試験、土質

試験方法といった試験法の概要や、土質観察の基礎知識を学ぶとともに、午後から場所を移動し、現場

での調査実習体験を実施。現在、機械による自動制御が主流となっている地盤調査法、SWS（スウェー
デン式サウンディング）試験をあえて手動で行うことで、手に伝わる土の感覚を体験いただくなど、その調

査法の原理についての知識習得を図りました。

参加した約 40名の地盤調査に携わる方からは「初めて手動式 SWS試験を体験し、その原理を理解で
きた」「取得したデータを今では自動的に計算しますが、あえて手計算を行う事で式の意味を理解する事

が出来た」「実際に土に触れながら学ぶことで、それぞれ異なる土質への理解が深まった」との研修の意

義を評価するコメントをいただきました。

全住品では、今後も住宅業界の品質向上のため、住宅建築に起因する不具合の撲滅や安全衛生・品

質確保に向けた研鑽・研究に会員企業とともに取り組んで参ります。
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